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令和6年6月定例議会 

議案
第33号

議案
第34号

令和６年度中城村一般会計
補正予算（第３号）

歳入歳出に509,761千円を追加し、
歳入歳出総額を10,171,686千円とする。

令和６年度中城村国民健康保険
特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出に4,408千円を追加し、
歳入歳出総額を2,473,836千円とする。

令和６年度中城村汚水処理施設管理
事業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出に800千円を追加し、
歳入歳出総額を4,956千円とする。

財産の取得について 中城村道城跡線取得事業用地に供する土地を取得することについ
て議会の議決を必要とする。

損害賠償の額の決定について
療養費請求の受給権が時効により給付対象外とされたため、当該
療養費の損失した額を賠償金として支払うため議会の議決を必要
とする。

可決可決

可決可決

令和6年 第6回 6月定例会に上程された議案・請願・陳情・意見書・決議

議案
第31号

アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有す
る軽自動車等に対する軽自動車税の特例
に関する条例の一部を改正する条例

関係法令の改正に伴いアメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する
軽自動車等に対する軽自動車税の特例に関する条例の一部改正が
必要なため。

可決可決

議案
第32号

沖縄県後期高齢者医療広域連合
規約の変更について

沖縄県後期高齢者医療広域連合の規約の変更について、地方公共
団体の議会の議決を経る必要があるため。 可決可決

議案
第36号

議案
第37号

可決可決

可決可決

議案
第35号 可決可決

発議
第3号

発議
第4号

中城村議会委員会条例の一部を改正す
る条例

中城村課設置条例の改正により、委員会条例内容の改正を行う必
要がある。

中城村議会議員の請負の状況の公表に
関する条例

地方自治法第92条の２の規定改正により、条例を制定する必要が
あるため。

中城村議会議員の請負の状況の公表に
関する条例施行規程

議員の請負の状況の公表に関する条例の制定に伴い、条例施行に
ついて必要な事項、様式を定める必要があるため。

中城村議会の個人情報の保護に関する
条例施行規程の一部を改正する規程

個人情報の保護に関する法律施行規則の一部改正に対応するため
規程を改正する必要があるため。

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報
酬引き上げの再改定を早急に行うこと
を求める陳情

要介護者の在宅生活を支える訪問介護事業所の存続のため訪問介
護費の引き下げ撤回と介護報酬引き上げの再改定を早急に行うこ
とを求める。

可決可決

可決可決

報告
第3号

令和５年度中城村一般会計繰越明許費
繰越計算書の報告について 令和５年度中城村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告。 報告報告

発議
第6号

陳情
第3号

可決可決

採択採択

発議
第5号 可決可決

乳幼児の「命と健康を守る」為の寄り添
い支援体制についてに関する陳情

困窮世帯への早期のミルクとオムツの支援、乳幼児の命と健康を守
るための公的支援と民間との連携構築と強化、補助金を活用しての
予算確保による公的支援策の拡充を求める。

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報
酬引き上げの再改定を早急に行うこと
を求める意見書

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急
に行うことを国に求める。

陳情
第5号

意見書
第3号

採択採択

可決可決

決議
第2号

人間の尊厳を踏みにじる米空軍兵の蛮
行に対する抗議決議

村民・県民の生命、財産を守る立場から厳重に抗議し、全ての米軍
兵の外出禁止及び日米地位協定の抜本的改定が実現されるよう強
く要請するため。

可決可決

意見書
第4号

人間の尊厳を踏みにじる米空軍兵の蛮
行に対する意見書

村民・県民の生命、財産を守る立場から厳重に抗議し、全ての米軍
兵の外出禁止及び日米地位協定の抜本的改定が実現されるよう強
く要請するため。

可決可決

同意
第2号

中城村固定資産評価審査委員会委員の
選任につき議会の同意を求めることに
ついて

固定資産評価審査委員会委員の欠員により、後任者の選任に議会
の同意を得るため。 同意同意

議案番号 件　名 議案等の概要（提案理由） 結果

選挙
第1号 中城北中城消防組合議会の議員選挙 本村議会選出の中城北中城消防組合議会議員（比嘉麻乃）の失職に

伴い、１名の選出が必要となったため。（当選:小橋川恵美） 当選当選
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令和6年6月定例議会 

「○」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「退」：退席　「除」：除斥

伊
佐
　則
勝

議
長

全
会

一
致 ○ 退 ○ 除 退◯○ 欠 ○ ○

石
原
　昌
雄

新
垣
　
　修

新
垣
　善
功

仲
松
　正
敏

新
垣
　貞
則

新
垣
　博
正

安
里
　清
市

玉
那
覇
　登

屋
良
　照
枝

桃
原
　
　清

大
城
　常
良

金
城
　
　章

小
橋
川
恵
美

採
決
の
結
果

議員

副村長の選任について

議案

退 退 ○同意第3号
令和6年 第7回 臨時会

令和6年度中城村一般会計
補正予算（第4号）

損害賠償の額の決定について

議案
第38号

議案
第39号

歳入歳出に106,506千円を追加し、
歳入歳出総額を10,278,192千円とする。

リース中の公用車両が水没全損のためリース料と設定残価等の清算
を行うにあたり、1,328,690円議会の議決を必要とするため。

令和6年 第７回 臨時会（令和6年7月26日）

副村長の選任について同意
第3号

副村長（比嘉忠典）の任期満了に伴い後任者を選任する必要がある。
新副村長：新垣 正 氏

議案番号 件　名 議案等の概要（提案理由） 結果

同意
同意第3号 副村長の選任について

議
案
に
賛
成

【新垣善功】 長年職員として勤務し、定年退職する最後の７年間は、都市建設課長として本村の総合計画（基
本構想、計画）策定等に携わった経験と実績があり都市計画法を熟知しており、今後のまちづくりには必要な人
材であり、多くの職員からも信頼されている。又、退職後は、農業経営を実践し、農業の知識もあり、農業振興に
も寄与するものと信じている。新垣正氏は副村長として最適任者であると確信していることから賛成します。

【大城常良】 長きにわたり村役場の業務を滞りなく遂行し村の発展に尽力された。また、これから小学校、中学
校建設、商業施設誘致などあり事業を熟知していて、職員との連携やコミュニケーションも取れていて彼が一番
の適任者である。

【新垣貞則】 新垣正氏は村役場でも経済課・都市建設課等でハード事業をこなして、職員からの信頼も関係も
厚く、また、村体協ソフトボール部長・和宇慶体協長や中学校3年生に硬式野球の指導をして青少年健全育成に
努めて、中城村の活性化を図る為に頑張っている。副村長に適任者だと思いますので賛成です。

【石原昌雄】 行政時代の時、沖縄県に出向して南上原区画整理事業を滞りなく進めた。各種団体の方にも力を
入れていて優しい人物でありこれから4年間頑張っていただきたい。

可決可決

可決可決

同意同意

討論のクローズアップ

原案に対しての採決

※除斥とは・・・地方自治法第117条【議長及び議員の除斥】
普通地方公共団体の議会の議長及び議員は、自己若しくは父母、祖父母、配偶者、子、孫若しくは兄弟姉妹の一

身上に関する事件又は自己若しくはこれらの者の従事する業務に直接の利害関係のある事件については、その
議事に参与することができない。但し、議会の同意があったときは、会議に出席し、発言することができる。

じょせき

（3）
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採
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令和6年 第7回 臨時会

令和6年度中城村一般会計
補正予算（第4号）

損害賠償の額の決定について

議案
第38号

議案
第39号

歳入歳出に106,506千円を追加し、
歳入歳出総額を10,278,192千円とする。

リース中の公用車両が水没全損のためリース料と設定残価等の清算
を行うにあたり、1,328,690円議会の議決を必要とするため。

令和6年 第７回 臨時会（令和6年7月26日）

副村長の選任について同意
第3号

副村長（比嘉忠典）の任期満了に伴い後任者を選任する必要がある。
新副村長：新垣 正 氏

議案番号 件　名 議案等の概要（提案理由） 結果

同意
同意第3号 副村長の選任について

議
案
に
賛
成

【新垣善功】 長年職員として勤務し、定年退職する最後の７年間は、都市建設課長として本村の総合計画（基
本構想、計画）策定等に携わった経験と実績があり都市計画法を熟知しており、今後のまちづくりには必要な人
材であり、多くの職員からも信頼されている。又、退職後は、農業経営を実践し、農業の知識もあり、農業振興に
も寄与するものと信じている。新垣正氏は副村長として最適任者であると確信していることから賛成します。

【大城常良】 長きにわたり村役場の業務を滞りなく遂行し村の発展に尽力された。また、これから小学校、中学
校建設、商業施設誘致などあり事業を熟知していて、職員との連携やコミュニケーションも取れていて彼が一番
の適任者である。

【新垣貞則】 新垣正氏は村役場でも経済課・都市建設課等でハード事業をこなして、職員からの信頼も関係も
厚く、また、村体協ソフトボール部長・和宇慶体協長や中学校3年生に硬式野球の指導をして青少年健全育成に
努めて、中城村の活性化を図る為に頑張っている。副村長に適任者だと思いますので賛成です。

【石原昌雄】 行政時代の時、沖縄県に出向して南上原区画整理事業を滞りなく進めた。各種団体の方にも力を
入れていて優しい人物でありこれから4年間頑張っていただきたい。

可決可決

可決可決

同意同意

討論のクローズアップ

原案に対しての採決

※除斥とは・・・地方自治法第117条【議長及び議員の除斥】
普通地方公共団体の議会の議長及び議員は、自己若しくは父母、祖父母、配偶者、子、孫若しくは兄弟姉妹の一

身上に関する事件又は自己若しくはこれらの者の従事する業務に直接の利害関係のある事件については、その
議事に参与することができない。但し、議会の同意があったときは、会議に出席し、発言することができる。

じょせき
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屋良　照枝　議員

議
員 

浜
地
区
に
お
い
て

や
っ
と
護
佐
丸
バ
ス
の
実

証
実
験
が
６
月 

24
日
か
ら

７
月 

12
日
の  

20
日
間
開
始
。

①
１
人
で
も
利
用
者
が
い

れ
ば
ル
ー
ト
の
見
直
し
は

行
わ
れ
る
の
か
。②
児
童
生

徒
の
利
用
は
考
え
ら
れ
ま

し
た
か
。

企
画
課
長 

①
実
証
実
験
の

期
間
中
に
何
人
の
利
用
者

が
い
れ
ば
ル
ー
ト
へ
組
み
込

む
と
い
う
基
準
は
な
く
、真

の
利
用
者
が
何
人
い
る
の

か
、利
用
頻
度
や
利
用
目
的

な
ど
、実
験
結
果
の
分
析
を

踏
ま
え
、現
運
行
状
況
下
で

浜
地
区
を
路
線
に
組
み
込

む
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か

を
検
討
。②
浜
地
区
の
高

齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
護

佐
丸
バ
ス
を
利
用
さ
れ
た
い

方
々
の
日
中
の
利
用
頻
度

な
ど
を
調
査
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。移
動
手
段

の
な
い
高
齢
者
な
ど
が
日

中
の
通
院
や
買
物
に
出
か

け
る
際
、護
佐
丸
バ
ス
の
利

用
を
優
先
と
し
て
お
り
、朝

の
通
学
便
利
用
の
生
徒
へ

の
配
慮
は
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

議
員 

こ
れ
ま
で
再
三
に
わ

た
っ
て
中
城
村
内
で
唯
一
バ

ス
の
通
っ
て
い
な
い
浜
地

区
に
護
佐
丸
バ
ス
を
通
し

て
ほ
し
い
と
訴
え
て
き
ま

し
た
。私
が
以
前
尋
ね
た
場

合
に
は
、利
用
者
が
ゼ
ロ
な

の
で
バ
ス
は
通
り
ま
せ
ん

と
明
確
に
お
答
え
に
な
り

ま
し
た
。１
人
で
も
乗
れ
ば

バ
ス
は
通
り
ま
す
か
。

企
画
課
長 

生
活
し
て
い
く

上
で
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
護
佐
丸
バ
ス
を
利
用
し

て
い
る
目
的
、頻
度
な
ど

を
鑑
み
て
、協
議
会
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。ま
ず

結
果
を
基
に
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議
員 

免
許
返
納
者
の
方
が

利
用
さ
れ
る
と
き
に
特
典

は
あ
り
ま
す
か
。

企
画
課
長 

現
在
、免
許
返

納
者
に
つ
い
て
の
料
金
の
割

引
等
は
検
討
し
て
ま
せ
ん
。

議
員 

実
証
実
験
の
中
で
、

浜
地
区
の
方
が
何
名
利
用

す
る
の
か
、人
数
確
認
を
し

て
、次
に
答
弁
を
求
め
た
い

と
思
い
ま
す
。児
童
生
徒
の

夏
休
み
期
間
中
の
バ
ス
の

運
行
、部
活
等
、休
み
期
間

中
の
護
佐
丸
バ
ス
の
運
行

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

企
画
課
長 

朝
の
通
学
用
の

便
だ
け
が
運
休
、日
中
便

は
普
通
に
運
行
し
て
お
り

ま
す
。

議
員 

私
は
ず
っ
と
護
佐
丸

バ
ス
の
運
行
を
浜
地
区
に

通
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。村
内
で
唯

一
バ
ス
が
通
っ
て
い
な
い
浜

地
区
に
通
し
て
ほ
し
い
と

い
う
た
だ
１
点
の
お
願
い

で
あ
り
ま
す
。村
内
全
域
に

護
佐
丸
バ
ス
が
運
行
で
き

る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

護
佐
丸
バ
ス

金城　章　議員

議
員 

久
場
前
浜
原
線
の
開

通
予
定
は
い
つ
か
。地
主
と

用
地
交
渉
は
い
つ
頃
行
っ

た
の
か
。

都
市
建
設
課
長 

用
地
取
得

後
の
工
事
予
定
と
な
る
た

め
開
通
は
現
在
未
定
で
す
。

地
主
と
用
地
交
渉
は
令
和

５
年
３
月
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

議
員 

久
場
前
浜
原
線
現
在

の
終
え
て
い
る
工
事
は
何

年
前
で
す
か
。そ
れ
と
総
工

費
と
補
助
金
の
名
称
は
。

都
市
建
設
課
長 

工
事
は
約

10
年
前
だ
と
思
い
ま
す
。補

助
名
称
は
電
源
立
地
交
付

金
を
活
用
し
て
お
り
ま
す

が
、今
予
算
資
料
が
な
く
総

工
費
と
か
は
後
で
報
告
致

し
ま
す
。

議
員 

私
が
調
べ
た
総
事
業

費
約
4
億
3
、9
0
0
万

円
、出
来
高
が
約
4
億
3
、

0
0
0
万
円
だ
と
思
い
ま

久
場
前
浜
原
線
の

開
通
予
定
は

す
。未
工
事
用
地
買
入
合
計

約
3
3
3
万
円
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
が
こ
の
用
地
代
・

未
工
事
費
は
交
付
金
で
の

出
費
は
可
能
で
す
か
。

都
市
建
設
課
長 

こ
の
事
業

は
、も
う
交
付
金
の
対
象
を

過
ぎ
て
い
ま
す
。道
路
計
画

の
工
事
は
単
費
に
よ
る
出

費
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

議
員 

こ
の
工
事
の
用
地
交

渉
で
、村
長
・
副
村
長
は
地
主

と
交
渉
に
行
き
ま
し
た
か
。

村
長 

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

副
村
長 

用
地
交
渉
に
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員 

未
解
決
の
工
事
費
約

1
、7
0
0
万
円
、単
費
で

す
よ
。ど
う
し
て
村
長
が
交

渉
に
行
か
な
い
の
で
す
か
。

新
し
い
村
長
が
解
決
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

村
長 

交
渉
事
と
い
う
の
は

ト
ッ
プ
が
出
て
や
れ
ば
全
て

済
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
す
。ど
こ
ま
で
も
平
行
線

だ
と
思
い
ま
す
。お
互
い
主

観
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
も
、も

う
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
未
解
決
の
話
を
す
る

ん
で
し
た
ら
私
が
就
任
し

た
時
に
私
が
決
め
た
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ね
。村

長
に
な
っ
た
か
ら
に
は
解
決

し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
は

私
が
替
わ
れ
ば
村
の
課
題

と
し
て
新
し
い
村
長
と
、ま

た
皆
さ
ん
方
で
い
い
方
法
が

取
れ
る
も
の
だ
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。特
に
議
員
も

い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
で

解
決
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
宜
野
湾
横
断
道
路
、国
道

3
2
9
号
西
側
用
途
変
更
、

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
内
用
地
変

更
、安
里
中
央
線
入
口
セ
ン

サ
ー
設
置
、中
学
校
建
設
周

辺
整
備
事
業

（5）

令和6年6月定例議会 一般質問

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

学
校
給
食
費

無
償
化
を

大城　常良　議員

議
員 

小
学
校
・
中
学
校
の

年
間
給
食
費
の
総
額
は
。ま

た
沖
縄
県
が
2
0
2
5
年

度
か
ら
中
学
校
の
給
食
費

２
分
の
１
を
補
助
す
る
方

針
を
出
し
た
が
、県
の
方
針

に
沿
っ
て
ま
ず
は
中
学
校
の

無
償
化
を
進
め
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

教
育
長 

給
食
費
に
関
し
、

保
護
者
が
負
担
し
て
い
る

の
は
材
料
費
の
実
費
だ
け

で
人
件
費
や
燃
料
費
等
は

村
が
負
担
し
て
い
る
た
め

現
在
の
所
、無
償
化
に
す
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
総
務
課
長 

給
食
費
は

小
学
生
1
、4
8
3
人
分

で
約
7
、3
4
0
万
円
、中

学
生
5
1
8
人
で
約
2
、

8
4
9
万
円
、合
計
１
億

1
8
9
万
円
で
す
。ま
た
、

給
食
費
の
無
償
化
は
財
源

の
確
保
が
非
常
に
重
要
で

事
業
実
施
は
沖
縄
県
の
動

向
も
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

議
員 

保
護
者
の
皆
様
は
物

価
高
騰
等
で
大
変
厳
し
い

状
況
で
生
活
し
て
い
ま
す

の
で
、小
学
生
も
含
め
た
無

償
化
が
で
き
る
よ
う
に
強

く
要
望
し
ま
す
。

災
害
避
難
は

議
員 

農
林
水
産
省
の
地
理

的
表
示（
Ｇ
Ｉ
制
度
）に
島

に
ん
じ
ん
が
登
録
さ
れ
た

が
生
産
量
の
増
や
後
継
者

の
育
成
は
。

産
業
振
興
課
長 

関
係
機
関

と
連
携
し
て
後
継
者
支
援

に
努
め
た
い
。

議
員 

４
月
３
日
の
台
湾
地

震
で
沖
縄
全
域
に
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
避
難
す
る

段
階
で
村
道
、県
道
、国
道

が
大
変
な
渋
滞
を
引
き
起

こ
し
、課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
が
そ
の
対
策
は
。

ま
た
、下
地
区
の
伊
集
か

ら
久
場
ま
で
の
避
難
道
路

及
び
避
難
場
所
の
状
況

は
。そ
し
て
災
害
弱
者
へ
の

取
組
み
は
。

副
村
長 

幹
線
道
路
の
渋
滞

が
確
認
さ
れ
、避
難
時
の
渋

滞
対
策
を
検
討
し
た
い
。海

岸
付
近
に
集
落
が
あ
る
状

況
で
避
難
道
路
は
指
定
し

て
い
な
い
が
村
道
を
通
行
し

て
国
道
に
向
か
う
経
路
に

な
る
。避
難
場
所
は
各
公

共
施
設
等
、災
害
の
状
況
に

よ
り
、開
設
す
る
施
設
を
判

断
す
る
。

福
祉
課
長 

災
害
弱
者
は
法

律
で
規
定
さ
れ
た
避
難
行

動
要
支
援
者
と
な
り
台
帳

シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て
い
る

農
業
政
策
は

が
個
人
情
報
同
意
に
関
す

る
取
り
扱
い
ル
ー
ル
の
作
成

が
ま
だ
の
た
め
今
後
早
急

に
取
組
み
を
強
化
し
た
い
。

議
員 

行
政
と
地
域
で
連
携

し
て
周
辺
の
方
々
の
協
力

も
得
な
が
ら
災
害
弱
者
が

取
り
残
さ
れ
る
事
が
無
い

よ
う
に
対
策
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

一般質問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。
村政を問う！ 令和６年6月定例議会

大
城 

常
良
①
農
業
政
策 

②
学
校
給
食
費
無
償
化

③
災
害
避
難

金
城 

章
①
道
路
行
政 

②
農
用
地
利
用
と
用
途
変
更

③
中
学
校
建
設

屋
良 
照
枝
①
護
佐
丸
バ
ス

石
原 

昌
雄
①
観
光
名
所
案
内 

②
村
道
の
維
持
管
理

③
浜
田
村
政

新
垣 

博
正
①
子
ど
も
政
策 

②
観
光
政
策

安
里 

清
市
①
給
食
費
の
無
償
化 

②
待
機
児
童
の
解
消

小
橋
川 

恵
美
①
学
校
給
食 

②
公
共
施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入

新
垣 

修
①
健
康
づ
く
り
の
支
援
取
組
み

②
中
学
生
の
通
学
バ
ス
利
用
に
お
け
る
平
等
性

玉
那
覇 

登
①
津
波
警
報
時
の
検
証
や
課
題 

②
災
害
対
策

③
河
川
管
理 

④
交
通
安
全
対
策

仲
松 

正
敏
①
北
浜
地
域
の
交
通
安
全
対
策 

②
地
震
に
よ
る
津
波
対
策

③
村
道
大
瀬
線
の
交
通
安
全
対
策

新
垣 

貞
則
①
中
城
小
校
区
内
の
施
設
整
備

②
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
し
競
技
力
を
強
化
し
て
人
材
育
成

（4）

令和6年6月定例議会

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



屋良　照枝　議員

議
員 

浜
地
区
に
お
い
て

や
っ
と
護
佐
丸
バ
ス
の
実

証
実
験
が
６
月 

24
日
か
ら

７
月 

12
日
の  

20
日
間
開
始
。

①
１
人
で
も
利
用
者
が
い

れ
ば
ル
ー
ト
の
見
直
し
は

行
わ
れ
る
の
か
。②
児
童
生

徒
の
利
用
は
考
え
ら
れ
ま

し
た
か
。

企
画
課
長 

①
実
証
実
験
の

期
間
中
に
何
人
の
利
用
者

が
い
れ
ば
ル
ー
ト
へ
組
み
込

む
と
い
う
基
準
は
な
く
、真

の
利
用
者
が
何
人
い
る
の

か
、利
用
頻
度
や
利
用
目
的

な
ど
、実
験
結
果
の
分
析
を

踏
ま
え
、現
運
行
状
況
下
で

浜
地
区
を
路
線
に
組
み
込

む
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か

を
検
討
。②
浜
地
区
の
高

齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
護

佐
丸
バ
ス
を
利
用
さ
れ
た
い

方
々
の
日
中
の
利
用
頻
度

な
ど
を
調
査
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。移
動
手
段

の
な
い
高
齢
者
な
ど
が
日

中
の
通
院
や
買
物
に
出
か

け
る
際
、護
佐
丸
バ
ス
の
利

用
を
優
先
と
し
て
お
り
、朝

の
通
学
便
利
用
の
生
徒
へ

の
配
慮
は
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

議
員 

こ
れ
ま
で
再
三
に
わ

た
っ
て
中
城
村
内
で
唯
一
バ

ス
の
通
っ
て
い
な
い
浜
地

区
に
護
佐
丸
バ
ス
を
通
し

て
ほ
し
い
と
訴
え
て
き
ま

し
た
。私
が
以
前
尋
ね
た
場

合
に
は
、利
用
者
が
ゼ
ロ
な

の
で
バ
ス
は
通
り
ま
せ
ん

と
明
確
に
お
答
え
に
な
り

ま
し
た
。１
人
で
も
乗
れ
ば

バ
ス
は
通
り
ま
す
か
。

企
画
課
長 

生
活
し
て
い
く

上
で
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
護
佐
丸
バ
ス
を
利
用
し

て
い
る
目
的
、頻
度
な
ど

を
鑑
み
て
、協
議
会
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。ま
ず

結
果
を
基
に
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議
員 

免
許
返
納
者
の
方
が

利
用
さ
れ
る
と
き
に
特
典

は
あ
り
ま
す
か
。

企
画
課
長 

現
在
、免
許
返

納
者
に
つ
い
て
の
料
金
の
割

引
等
は
検
討
し
て
ま
せ
ん
。

議
員 

実
証
実
験
の
中
で
、

浜
地
区
の
方
が
何
名
利
用

す
る
の
か
、人
数
確
認
を
し

て
、次
に
答
弁
を
求
め
た
い

と
思
い
ま
す
。児
童
生
徒
の

夏
休
み
期
間
中
の
バ
ス
の

運
行
、部
活
等
、休
み
期
間

中
の
護
佐
丸
バ
ス
の
運
行

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

企
画
課
長 

朝
の
通
学
用
の

便
だ
け
が
運
休
、日
中
便

は
普
通
に
運
行
し
て
お
り

ま
す
。

議
員 

私
は
ず
っ
と
護
佐
丸

バ
ス
の
運
行
を
浜
地
区
に

通
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。村
内
で
唯

一
バ
ス
が
通
っ
て
い
な
い
浜

地
区
に
通
し
て
ほ
し
い
と

い
う
た
だ
１
点
の
お
願
い

で
あ
り
ま
す
。村
内
全
域
に

護
佐
丸
バ
ス
が
運
行
で
き

る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

護
佐
丸
バ
ス

金城　章　議員

議
員 

久
場
前
浜
原
線
の
開

通
予
定
は
い
つ
か
。地
主
と

用
地
交
渉
は
い
つ
頃
行
っ

た
の
か
。

都
市
建
設
課
長 

用
地
取
得

後
の
工
事
予
定
と
な
る
た

め
開
通
は
現
在
未
定
で
す
。

地
主
と
用
地
交
渉
は
令
和

５
年
３
月
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。

議
員 

久
場
前
浜
原
線
現
在

の
終
え
て
い
る
工
事
は
何

年
前
で
す
か
。そ
れ
と
総
工

費
と
補
助
金
の
名
称
は
。

都
市
建
設
課
長 

工
事
は
約

10
年
前
だ
と
思
い
ま
す
。補

助
名
称
は
電
源
立
地
交
付

金
を
活
用
し
て
お
り
ま
す

が
、今
予
算
資
料
が
な
く
総

工
費
と
か
は
後
で
報
告
致

し
ま
す
。

議
員 

私
が
調
べ
た
総
事
業

費
約
4
億
3
、9
0
0
万

円
、出
来
高
が
約
4
億
3
、

0
0
0
万
円
だ
と
思
い
ま

久
場
前
浜
原
線
の

開
通
予
定
は

す
。未
工
事
用
地
買
入
合
計

約
3
3
3
万
円
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
が
こ
の
用
地
代
・

未
工
事
費
は
交
付
金
で
の

出
費
は
可
能
で
す
か
。

都
市
建
設
課
長 

こ
の
事
業

は
、も
う
交
付
金
の
対
象
を

過
ぎ
て
い
ま
す
。道
路
計
画

の
工
事
は
単
費
に
よ
る
出

費
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

議
員 
こ
の
工
事
の
用
地
交

渉
で
、村
長
・
副
村
長
は
地
主

と
交
渉
に
行
き
ま
し
た
か
。

村
長 

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

副
村
長 

用
地
交
渉
に
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員 

未
解
決
の
工
事
費
約

1
、7
0
0
万
円
、単
費
で

す
よ
。ど
う
し
て
村
長
が
交

渉
に
行
か
な
い
の
で
す
か
。

新
し
い
村
長
が
解
決
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

村
長 

交
渉
事
と
い
う
の
は

ト
ッ
プ
が
出
て
や
れ
ば
全
て

済
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
す
。ど
こ
ま
で
も
平
行
線

だ
と
思
い
ま
す
。お
互
い
主

観
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
も
、も

う
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
未
解
決
の
話
を
す
る

ん
で
し
た
ら
私
が
就
任
し

た
時
に
私
が
決
め
た
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ね
。村

長
に
な
っ
た
か
ら
に
は
解
決

し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
は

私
が
替
わ
れ
ば
村
の
課
題

と
し
て
新
し
い
村
長
と
、ま

た
皆
さ
ん
方
で
い
い
方
法
が

取
れ
る
も
の
だ
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。特
に
議
員
も

い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
で

解
決
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
宜
野
湾
横
断
道
路
、国
道

3
2
9
号
西
側
用
途
変
更
、

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
内
用
地
変

更
、安
里
中
央
線
入
口
セ
ン

サ
ー
設
置
、中
学
校
建
設
周

辺
整
備
事
業

（5）

令和6年6月定例議会 一般質問

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



安里　清市 議員

議
員
小
学
校
と
中
学
校
の

給
食
無
償
化
に
係
る
予
算

の
試
算
額
は
。

教
育
総
務
課
長
7
、7
9
2

万
余
円
で
す
。財
源
の
確
保

が
重
要
で
県
の
情
報
を
踏

ま
え
て
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
県
は
２
０
２
５
年
か

ら
中
学
生
の
い
る
世
帯
の

給
食
費
を
支
援
す
る
と

し
、給
食
費
を
無
償
化
す

る
市
町
村
に
対
し
費
用
の

２
分
の
１
を
補
助
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、中
城
村
に

お
い
て
は
実
施
可
能
で

し
ょ
う
か
。

教
育
長
無
償
化
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
学
校
給
食
は
食
育
と

の
観
点
か
ら
、小
学
校
を
含

め
た
対
象
拡
大
が
望
ま
れ

ま
す
。今
後
の
村
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長
様
々
な
方

法
を
模
索
し
検
討
し
た
い
。

議
員
村
が
２
分
の
１
を
負

担
す
る
と
財
源
が
厳
し
い

と
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、仮

に
県
が
２
分
の
１
を
負
担

し
、村
は
残
り
の
４
分
の
１

を
負
担
す
る
と
し
て
、保
護

者
の
負
担
が
４
分
の
１
と

い
う
段
階
的
な
無
償
化
へ

の
取
組
み
も
考
え
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
総
務
課
長
現
段
階
で

は
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
の

検
討
は
そ
の
段
階
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

議
員
県
の
動
向
を
注
視

し
、他
の
市
町
村
に
遅
れ
が

無
い
よ
う
に
準
備
を
要
望

し
ま
す
。

議
員
新
年
度
に
お
け
る
待

機
児
童
数
は
。

こ
ど
も
課
長
1
歳
児
16

名
、2
歳
児
3
名
の
合
計

19
名
。保
育
士
不
足
に
よ
る

受
け
入
れ
定
員
縮
小
が
原

因
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
令
和
５
年
度
に
お
け

る
保
育
士
の
処
遇
改
善
策

の
実
施
状
況
・
結
果
は
。

こ
ど
も
課
長
毎
年
度
実
施

し
て
お
り
、職
員
の
賃
金
改

善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

議
員
昨
年
度「
学
童
ク
ラ

ブ
が
抱
え
る
課
題
と
解
決

を
求
め
る
要
望
書
」と
し
て

給
食
費
の
無
償
化

学
童
施
設
の
認
可
に
向
け

た
請
願
が
あ
り
、議
会
で
は

採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、村

当
局
は
認
可
を
見
送
り
ま

し
た
。認
可
に
至
ら
な
か
っ

た
の
は
、何
ら
か
の
不
備
に

よ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
ど
も
課
長
不
備
に
よ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
認
可
に
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
待
機
児
童
の
発

生
と
関
連
し
て
い
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
ど
も
課
長
年
度
当
初
は

待
機
学
童
が
多
く
お
り
ま

し
た
が
、6
月
1
日
現
在
で

は
空
き
が
あ
る
状
況
で
す
。

議
員
認
可
を
希
望
す
る
村

民
が
、ひ
と
し
く
利
用
で
き

る
よ
う
に
取
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

待
機
児
童
の
解
消

※

議
員
住
民
の
利
便
性
の
向

上
と
職
員
の
業
務
改
善
を

図
る
た
め
、吉
の
浦
体
育
館

や
吉
の
浦
会
館
な
ど
の
空

き
状
況
照
会
や
予
約
な
ど

が
Ｗ
ｅ
ｂ
で
で
き
る
シ
ス
テ

ム
導
入
が
で
き
な
い
か
伺

う
。又
、現
在
の
吉
の
浦
体

育
館
、吉
の
浦
会
館
の
月
あ

た
り
の
予
約
件
数
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長
令
和
5
年

度
の
月
あ
た
り
の
平
均
は

吉
の
浦
体
育
館
が
2
3
8

件
、吉
の
浦
会
館
が
1
1
7

件
で
す
。Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
に
関

し
て
は
私
ど
も
も
住
民
の

利
便
性
、職
員
の
負
担
軽

減
な
ど
も
考
え
今
後
、前

向
き
に
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

議
員
今
後
、住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
職
員
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
早
め
の
導
入
を
要
望

し
ま
す
。

議
員
学
校
給
食
に
使
用

さ
れ
る
中
城
産
の
食
材
の

月
あ
た
り
の
使
用
量
・
購

入
金
額
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
総
務
課
長
令
和
5

年
度
の
平
均
は
月
当
た
り

5
6
0
㎏
・
月
平
均
購
入
量

は
13
万
円
。

議
員
地
産
地
消
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
内
容
を

伺
う
。

教
育
総
務
課
長
給
食
セ

ン
タ
ー
と
農
家
の
間
を
つ

な
ぐ
調
整
役
で
あ
り
、農

家
へ
給
食
に
必
要
な
農
作

物
の
発
注
を
行
い
随
時
、

産
業
振
興
課
の
営
農
指
導

員
と
調
整
を
行
い
、村
内

農
家
の
情
報
を
共
有
し
、

仕
入
れ
価
格
の
調
整
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
給
食
で
提
供
さ
れ
て

い
る
牛
乳
の
残
量
を
伺
う
。

教
育
総
務
課
長

飲
み
残

し
に
つ
い
て
は
食
缶
に
入
る

公
共
施
設
の

予
約
シ
ス
テ
ム
導
入

た
め
把
握
で
き
ま
せ
ん
が

未
開
封
の
牛
乳
の
1
日
の

残
量
は
、中
城
小
30
個
、津

覇
小
35
個
、南
小
で
は
大
体

70
個
〜
1
0
0
個
、中
城

中
20
個
ぐ
ら
い
が
残
り
ま
す
。

議
員
牛
乳
の
栄
養
価
が
高

い
の
は
理
解
で
き
ま
す
が
、

家
庭
の
方
針
で
牛
乳
を
飲

ま
せ
て
い
な
い
家
庭
や
牛

乳
が
苦
手
と
い
う
子
ど
も

も
い
ま
す
。食
品
ロ
ス
の
観

点
も
含
め
、※
牛
乳
選
択
制

を
取
り
入
れ
る
考
え
が
な

い
か
伺
う
。

教
育
総
務
課
長
牛
乳
は
よ

り
効
率
よ
く
カ
ル
シ
ウ
ム

を
摂
取
で
き
る
こ
と
、財
源

面
も
含
め
現
在
は
推
奨
し

て
い
ま
す
。

議
員
給
食
費
無
償
化
の
動

き
も
大
変
期
待
も
し
ま
す

が
、物
価
高
騰
な
ど
で
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
食
材

の
質
低
下
や
栄
養
価
不
足

も
心
配
に
な
り
ま
す
。給

食
に
地
産
地
消
の
食
材
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
は
、今
後
の
中
城
村
の
農

業
振
興
の
要
に
も
な
る
と

考
え
、さ
ら
に
強
化
し
て
ほ

し
い
と
要
望
し
ま
す
。

地
産
地
消
で

学
校
給
食
の
充
実
を

※

牛
乳
選
択
制
と
は
・・
東
京
都
多
摩
市
は
、牛
乳
ア
レ
ル

ギ
ー
と
は
別
に
牛
乳
が
苦
手
な
子
の
気
持
ち
を
考
慮
し
て

食
品
ロ
ス
な
ど
の
観
点
か
ら
届
け
出
が
あ
れ
ば
牛
乳
停
止

が
で
き
る
取
組
み
を
は
じ
め
て
い
る
。

小橋川　恵美 議員
めぐみ

※待機児童・待機学童の数字の定義：保育園への入園ができない場合と学童クラブへの入所ができない場合があります。行政によ
り認可された施設を希望しながらも、やむを得ず無認可施設に入所する場合でも待機児童•待機学童にはカウントされません。
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令和6年6月定例議会 一般質問

議
員
保
育
所
等
の
待
機

児
童
の
現
状
を
お
答
え
く

だ
さ
い
。

こ
ど
も
課
長
令
和
６
年
４

月
1
日
時
点
で
1
歳
児
16

名
、2
歳
児
3
名
の
合
計

19
名
で
す
。

議
員
待
機
児
童
が
一
向

に
解
消
さ
れ
な
い
原
因
を

ど
う
考
え
ま
す
か
。

こ
ど
も
課
長
保
育
士
不
足

に
よ
る
受
け
入
れ
定
員
縮

小
が
原
因
と
考
え
る
。

議
員
保
育
士
が
辞
め
る
、

あ
る
い
は
別
の
園
に
転
職

す
る
理
由
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

こ
ど
も
課
長
収
入
面
や
休

み
の
取
り
や
す
さ
、福
利
厚

生
な
ど
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
思
い
ま
す
が
今
後
、意

見
を
聞
い
て
政
策
に
反
映

さ
せ
た
い
。

議
員
働
き
方
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
と
公
務
保
育
士

と
民
間
保
育
士
に
格
差
が

な
い「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」で
待
機
児
童
が
ゼ
ロ
に

な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

議
員
15
万
人
構
想
未
達
成

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長
平
成
12
年

に
中
城
城
跡
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
当
時
5
・
8

万
人
、平
成
28
年
が
最
多
の

13
・
4
万
人
。近
年
の
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
3
・
5
万
人
ま

で
減
少
し
令
和
5
年
で
は

9
・
7
万
人
に
回
復
し
た
。

15
万
人
構
想
未
達
成
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
と
考

え
る
。

議
員
平
成
28
年
が
ピ
ー
ク

で
な
ぜ
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

15
万
人
構
想
未
達
成
か
、

筋
違
い
と
思
い
ま
す
が
、正

確
に
原
因
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
長
そ
こ
ま
で
の

分
析
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員
人
数
だ
け
を
集
計

す
る
。や
は
り
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。北
中
城
村
と
５
対

５
の
割
合
に
戻
し
て
観
光

政
策
を
一
緒
に
考
え
る
こ

と
を
提
案
し
た
い
。

新垣　博正 議員

保
育
所
等
の

待
機
児
童
現
状

観
光
来
訪
者
の

現
状
と
課
題

城
下
町
構
想
の
未
実
現

議
員
登
又
側
の
村
道
城
跡

線
よ
り
中
城
城
跡
へ
の
入

場
す
る
計
画
、通
称「
城
下

町
構
想
」が
実
現
し
な
か
っ

た
原
因
に
つ
い
て
お
答
え

く
だ
さ
い
。

村
長
ま
だ
県
の
事
業
が
完

遂
さ
れ
て
な
く
、こ
れ
は
実

現
し
な
か
っ
た
。

議
員
構
想
の
未
達
成
は
全

て
は
県
に
起
因
す
る
と
の

考
え
で
し
ょ
う
か
。

産
業
振
興
課
長
県
の
整
備

が
出
来
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
村
は
動
き
よ
う
が
な
い
。

議
員
県
は
16
年
間
こ
の
仕

事
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

都
市
建
設
課
長
用
地
取
得

で
難
航
し
た
よ
う
で
す
。今

年
度
進
入
路
の
施
行
を
発

注
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

議
員
村
内
の
多
く
の
観
光

名
所
の
案
内
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。①
国
道
や
県

道
に
も
中
城
城
跡
な
ど
の

表
示
は
出
来
な
い
か
。②
中

城
城
跡
の
イ
ラ
ス
ト
入
り

の
大
型
看
板
の
設
置
は
出

来
な
い
か
。③
村
指
定
文
化

財
な
ど
の
案
内
板
の
見
直

し
は
出
来
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
世
界
遺
産

で
あ
る
中
城
城
跡
な
ど
、観

光
名
所
の
案
内
板
は
中
城

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め

必
要
と
思
う
。国
や
県
と

調
整
し
設
置
可
能
か
検
討

し
ま
す
。

北
中
城
側
や
南
伸
の
出
口

に
は
大
き
な
看
板
が
あ
る

が
、伊
集
か
ら
の
国
道
や
県

道
29
号
線
と
か
の
道
路
に

は
看
板
が
な
い
。観
光
客
が

中
城
城
跡
を
見
に
行
こ
う

と
な
る
よ
う
な
看
板
の
設

置
を
検
討
し
ま
す
。

石原　昌雄 議員
議
員
村
道
の
維
持
管
理
は

応
急
措
置
的
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。路
盤
改
良
や

側
溝
の
設
置
な
ど
を
伺

う
。①
南
上
原
村
道
井
水

原
線
の
整
備
計
画
は
あ
る

か
。②
東
坂
田
線
の
１
号
、

２
号
の
整
備
計
画
は
あ
る

か
。③
村
道
新
川
線
の
整

備
計
画
は
あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長
村
道
井
水

原
線
、東
坂
田
線
の
１
号
、

２
号
、新
川
線
は
、と
も
に

過
去
に
潰
れ
地
提
供
の
承

諾
を
得
て
整
備
を
行
っ
て
い

る
経
緯
が
あ
る
。村
道
認
定

は
さ
れ
て
い
る
が
道
路
敷

き
の
分
筆
が
な
さ
れ
て
お

ら
ず
民
有
地
の
ま
ま
で
あ

る
。今
後
、舗
装
構
成
改
良

事
業
な
ど
を
活
用
し
て
整

備
を
行
う
際
に
は
、潰
れ
地

分
を
村
に
贈
与
し
て
い
た

だ
き
、所
有
権
を
村
名
義
に

変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。

生
涯
学
習
課
長
分
か
り
づ

ら
い
位
置
に
あ
る
指
定
文

化
財
は
、現
地
を
確
認
し
な

が
ら
新
た
に
設
置
の
必
要

か
を
含
め
見
直
し
を
行
い

た
い
。

議
員
４
期
18
年
の
村
政
経

営
が
あ
と
少
し
で
完
了
し

ま
す
。今
後
の
中
城
村
に
希

望
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
伺

い
た
い
。

村
長
中
城
村
は
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
、伸
び
代
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。議
会
と
行
政
が
同
じ
ベ

ク
ト
ル
で
同
じ
方
向
性
で

両
輪
と
し
て
機
能
す
れ
ば
、

中
城
村
は
前
途
洋
々
と
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。議

会
、行
政
、職
員
が
気
持
ち

を
一
つ
に
中
城
の
発
展
、村

益
、村
民
の
た
め
に
と
い
う

こ
と
で
発
展
し
て
い
く
も
の

と
確
信
し
ま
す
。

観
光
名
所
案
内

村
道
の
維
持
管
理

浜
田
村
政

（6）

一般質問

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。
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安里　清市 議員

議
員
小
学
校
と
中
学
校
の

給
食
無
償
化
に
係
る
予
算

の
試
算
額
は
。

教
育
総
務
課
長
7
、7
9
2

万
余
円
で
す
。財
源
の
確
保

が
重
要
で
県
の
情
報
を
踏

ま
え
て
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
県
は
２
０
２
５
年
か

ら
中
学
生
の
い
る
世
帯
の

給
食
費
を
支
援
す
る
と

し
、給
食
費
を
無
償
化
す

る
市
町
村
に
対
し
費
用
の

２
分
の
１
を
補
助
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、中
城
村
に

お
い
て
は
実
施
可
能
で

し
ょ
う
か
。

教
育
長
無
償
化
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
学
校
給
食
は
食
育
と

の
観
点
か
ら
、小
学
校
を
含

め
た
対
象
拡
大
が
望
ま
れ

ま
す
。今
後
の
村
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長
様
々
な
方

法
を
模
索
し
検
討
し
た
い
。

議
員
村
が
２
分
の
１
を
負

担
す
る
と
財
源
が
厳
し
い

と
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、仮

に
県
が
２
分
の
１
を
負
担

し
、村
は
残
り
の
４
分
の
１

を
負
担
す
る
と
し
て
、保
護

者
の
負
担
が
４
分
の
１
と

い
う
段
階
的
な
無
償
化
へ

の
取
組
み
も
考
え
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
総
務
課
長
現
段
階
で

は
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
の

検
討
は
そ
の
段
階
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

議
員
県
の
動
向
を
注
視

し
、他
の
市
町
村
に
遅
れ
が

無
い
よ
う
に
準
備
を
要
望

し
ま
す
。

議
員
新
年
度
に
お
け
る
待

機
児
童
数
は
。

こ
ど
も
課
長
1
歳
児
16

名
、2
歳
児
3
名
の
合
計

19
名
。保
育
士
不
足
に
よ
る

受
け
入
れ
定
員
縮
小
が
原

因
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
令
和
５
年
度
に
お
け

る
保
育
士
の
処
遇
改
善
策

の
実
施
状
況
・
結
果
は
。

こ
ど
も
課
長
毎
年
度
実
施

し
て
お
り
、職
員
の
賃
金
改

善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

議
員
昨
年
度「
学
童
ク
ラ

ブ
が
抱
え
る
課
題
と
解
決

を
求
め
る
要
望
書
」と
し
て

給
食
費
の
無
償
化

学
童
施
設
の
認
可
に
向
け

た
請
願
が
あ
り
、議
会
で
は

採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、村

当
局
は
認
可
を
見
送
り
ま

し
た
。認
可
に
至
ら
な
か
っ

た
の
は
、何
ら
か
の
不
備
に

よ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
ど
も
課
長
不
備
に
よ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
認
可
に
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
待
機
児
童
の
発

生
と
関
連
し
て
い
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
ど
も
課
長
年
度
当
初
は

待
機
学
童
が
多
く
お
り
ま

し
た
が
、6
月
1
日
現
在
で

は
空
き
が
あ
る
状
況
で
す
。

議
員
認
可
を
希
望
す
る
村

民
が
、ひ
と
し
く
利
用
で
き

る
よ
う
に
取
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

待
機
児
童
の
解
消

※

議
員
住
民
の
利
便
性
の
向

上
と
職
員
の
業
務
改
善
を

図
る
た
め
、吉
の
浦
体
育
館

や
吉
の
浦
会
館
な
ど
の
空

き
状
況
照
会
や
予
約
な
ど

が
Ｗ
ｅ
ｂ
で
で
き
る
シ
ス
テ

ム
導
入
が
で
き
な
い
か
伺

う
。又
、現
在
の
吉
の
浦
体

育
館
、吉
の
浦
会
館
の
月
あ

た
り
の
予
約
件
数
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長
令
和
5
年

度
の
月
あ
た
り
の
平
均
は

吉
の
浦
体
育
館
が
2
3
8

件
、吉
の
浦
会
館
が
1
1
7

件
で
す
。Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
に
関

し
て
は
私
ど
も
も
住
民
の

利
便
性
、職
員
の
負
担
軽

減
な
ど
も
考
え
今
後
、前

向
き
に
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

議
員
今
後
、住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
職
員
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
早
め
の
導
入
を
要
望

し
ま
す
。

議
員
学
校
給
食
に
使
用

さ
れ
る
中
城
産
の
食
材
の

月
あ
た
り
の
使
用
量
・
購

入
金
額
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
総
務
課
長
令
和
5

年
度
の
平
均
は
月
当
た
り

5
6
0
㎏
・
月
平
均
購
入
量

は
13
万
円
。

議
員
地
産
地
消
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
内
容
を

伺
う
。

教
育
総
務
課
長
給
食
セ

ン
タ
ー
と
農
家
の
間
を
つ

な
ぐ
調
整
役
で
あ
り
、農

家
へ
給
食
に
必
要
な
農
作

物
の
発
注
を
行
い
随
時
、

産
業
振
興
課
の
営
農
指
導

員
と
調
整
を
行
い
、村
内

農
家
の
情
報
を
共
有
し
、

仕
入
れ
価
格
の
調
整
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
給
食
で
提
供
さ
れ
て

い
る
牛
乳
の
残
量
を
伺
う
。

教
育
総
務
課
長

飲
み
残

し
に
つ
い
て
は
食
缶
に
入
る

公
共
施
設
の

予
約
シ
ス
テ
ム
導
入

た
め
把
握
で
き
ま
せ
ん
が

未
開
封
の
牛
乳
の
1
日
の

残
量
は
、中
城
小
30
個
、津

覇
小
35
個
、南
小
で
は
大
体

70
個
〜
1
0
0
個
、中
城

中
20
個
ぐ
ら
い
が
残
り
ま
す
。

議
員
牛
乳
の
栄
養
価
が
高

い
の
は
理
解
で
き
ま
す
が
、

家
庭
の
方
針
で
牛
乳
を
飲

ま
せ
て
い
な
い
家
庭
や
牛

乳
が
苦
手
と
い
う
子
ど
も

も
い
ま
す
。食
品
ロ
ス
の
観

点
も
含
め
、※
牛
乳
選
択
制

を
取
り
入
れ
る
考
え
が
な

い
か
伺
う
。

教
育
総
務
課
長
牛
乳
は
よ

り
効
率
よ
く
カ
ル
シ
ウ
ム

を
摂
取
で
き
る
こ
と
、財
源

面
も
含
め
現
在
は
推
奨
し

て
い
ま
す
。

議
員
給
食
費
無
償
化
の
動

き
も
大
変
期
待
も
し
ま
す

が
、物
価
高
騰
な
ど
で
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
食
材

の
質
低
下
や
栄
養
価
不
足

も
心
配
に
な
り
ま
す
。給

食
に
地
産
地
消
の
食
材
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
は
、今
後
の
中
城
村
の
農

業
振
興
の
要
に
も
な
る
と

考
え
、さ
ら
に
強
化
し
て
ほ

し
い
と
要
望
し
ま
す
。

地
産
地
消
で

学
校
給
食
の
充
実
を

※

牛
乳
選
択
制
と
は
・・
東
京
都
多
摩
市
は
、牛
乳
ア
レ
ル

ギ
ー
と
は
別
に
牛
乳
が
苦
手
な
子
の
気
持
ち
を
考
慮
し
て

食
品
ロ
ス
な
ど
の
観
点
か
ら
届
け
出
が
あ
れ
ば
牛
乳
停
止

が
で
き
る
取
組
み
を
は
じ
め
て
い
る
。

小橋川　恵美 議員
めぐみ

※待機児童・待機学童の数字の定義：保育園への入園ができない場合と学童クラブへの入所ができない場合があります。行政によ
り認可された施設を希望しながらも、やむを得ず無認可施設に入所する場合でも待機児童•待機学童にはカウントされません。
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議
員
４
月
３
日
午
前
８

時
58
分
、台
湾
付
近
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．７
の
地
震

が
発
生
し
、沖
縄
本
島
全

域
に
午
前
９
時
１
分
に
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。北
浜
、南
浜
地
区
住
民

は
多
く
の
人
達
が
車
で
の

避
難
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
が
、国
道
３
２
９
号
ま

で
40
分
か
ら
50
分
も
か
か
っ

た
そ
う
で
す
。全
県
的
に
も

大
変
な
渋
滞
が
テ
レ
ビ
で

も
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、車

で
の
避
難
の
在
り
方
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
の
か
課
長
の
考
え
は
。

総
務
課
長
今
回
の
車
で
の

避
難
で
各
地
で
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
状
況
は
確
認

し
て
お
り
ま
す
の
で
、こ
れ

か
ら
は
車
で
の
避
難
に
つ
い

て
は
十
分
に
議
論
し
、早
急

仲松　正敏 議員

議
員
北
浜
、南
浜
地
域
の

潮
垣
線
に
お
い
て
は
、以
前

か
ら
朝
夕
の
交
通
量
が
増

え
て
、交
通
事
故
が
何
度

も
発
生
し
、地
域
住
民
の

生
命
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま

す
。北
浜
、南
浜
地
域
の
交

通
安
全
対
策
と
し
て
、村

道
潮
垣
線
に
道
路
ハ
ン
プ

の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長
道
路
ハ
ン

プ
の
設
置
は
、車
速
の
抑
制

に
は
効
果
的
で
す
が
、ハ
ン

プ
を
通
過
す
る
際
に
雑
音

が
発
生
す
る
問
題
が
あ
り
、

住
宅
地
に
設
置
す
る
に
は
慎

重
な
検
討
が
必
要
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。地
域
か
ら
の
要

望
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
道
路
ハ
ン
プ
設
置
に

関
し
て
は
要
望
書
を
自
治

会
か
ら
提
出
す
れ
ば
、警
察

と
の
や
り
取
り
は
進
め
ら

れ
る
か
、課
長
の
考
え
は
。

地
震
に
よ
る

津
波
対
策
は

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員
下
地
区
に
お
い
て
津

波
か
ら
多
く
の
命
を
守
る

と
い
う
こ
と
で
、津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
整
備
が
で
き
な

い
か
。

総
務
課
長
津
波
避
難
タ

ワ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、一

時
避
難
所
と
し
て
の
効
果

は
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
が
、建
設
に
つ
い
て
の

事
業
計
画
は
現
在
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

都
市
建
設
課
長
要
望
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
検

討
を
行
う
ん
で
す
が
、今

お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
の
潮

垣
線
に
つ
い
て
は
要
件
を

満
た
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、警
察
と
も

協
議
し
な
が
ら
設
置
に
前

向
き
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
浜
地
域
、南
浜
地
域
の

交
通
安
全
対
策

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
登
又
大
瀬
線
の
白
線
に
つ
い
て

玉那覇　登 議員

議
員
４
月
３
日
に
台
湾
付

近
を
震
源
と
す
る
地
震
が

起
き
、沖
縄
本
島
各
地
方

に
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
、多
く
の
人
た
ち
が
避
難

行
動
を
取
る
中
、避
難
の

在
り
方
に
つ
い
て
様
々
な

課
題
が
で
ま
し
た
。本
村
で

も
課
題
が
出
た
と
思
わ
れ

ま
す
が
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長
本
村
で
も
幹
線

道
路
・
農
道
等
の
渋
滞
が
確

認
さ
れ
て
い
て
、今
後
の
避

難
時
の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
も
の
と
し
て
認

識
し
て
い
ま
す
。

議
員
国
道
３
２
９
号
線
沿

い
、津
覇
小
学
校
北
側
の
何

戸
数
は
梅
雨
や
台
風
に
よ

る
大
雨
で
土
砂
崩
れ
や
氾

濫
が
心
配
さ
れ
ま
す
。早
急

な
対
応
を
伺
い
ま
す
。

議
員
和
宇
慶
土
地
改
良

区
内
の
河
川
や
和
宇
慶
川

が
藻
場
で
排
水
が
悪
く
、

溢
れ
る
寸
前
で
あ
る
。さ
き

の
議
会
で
除
草
や
泥
の
取

り
除
き
等
を
お
願
い
し
、了

承
を
得
ま
し
た
が
現
在
の

進
捗
を
伺
い
ま
す
。

村
長
そ
の
河
川
は
、私
も
住

民
か
ら
御
指
摘
う
け
現
場

を
見
た
箇
所
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。早
く
手
だ
て
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長
現
在
施
工

業
者
と
調
整
を
進
め
て
い

て
、日
程
が
決
ま
り
次
第
着

手
す
る
予
定
で
す
。

河
川
管
理

津
波
警
報
時
の

検
証
や
課
題

災
害
対
策

都
市
建
設
課
長
当
該
箇
所

は
、中
部
土
木
事
務
所
が
平

成
25
年
度
に
地
滑
り
対
策

と
し
て
、上
面
部
に
抑
止
杭

を
設
置
し
て
お
り
、現
状
動

い
て
い
る
箇
所
は
抑
止
杭

以
外
の
表
面
滑
り
だ
と
考

え
ら
れ
現
在
、大
き
な
地
滑

り
の
影
響
が
出
て
い
る
と
は

言
え
な
い
た
め
、現
時
点
で

は
工
事
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。た

だ
し
、擁
壁
及
び
側
溝
を
注

視
し
村
と
中
部
土
木
事
務

所
と
連
携
し
対
応
を
検
討

す
る
。

議
員
県
道
29
号
線
南
上
原

の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ

付
近
の
横
断
者
が
多
く
危

険
で
あ
る
。信
号
機
の
設
置

は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
宜
野
湾
警

察
署
よ
り
信
号
機
の
設
置

は
渋
滞
を
増
加
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
設

置
で
き
な
い
と
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

議
員
小
学
校
方
面
へ
の
横

断
者
が
多
い
で
す
。交
通
渋

滞
中
、車
の
合
間
を
縫
っ
て

横
断
し
て
い
る
状
況
が
見

ら
れ
ま
す
。せ
め
て
横
断
歩

道
の
設
置
の
要
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
横
断
歩
道

の
設
置
要
請
は
、令
和
４

年
、５
年
と
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
警
察
へ
設
置
に
向

け
調
整
を
進
め
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
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議
員 

護
岸
は
県
の
管
轄
で

す
が
、「
戦
後
上
陸
碑
〜
吉

の
浦
発
電
所
入
口
ま
で
」護

岸
は
雑
草
が
大
き
く
な
っ

て
景
観
を
悪
化
し
て
い
ま

す
。久
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
、毎
月
第
１
日

曜
日
の
午
前
８
時
か
ら
草

刈
り
作
業
を
し
ま
す
が
、

行
政
も
一
緒
に
整
備
出
来

な
い
で
す
か
。

生
涯
学
習
課
長 

生
涯
学
習

課
は
、土
日
の
イ
ベ
ン
ト
が

多
い
の
で
、全
員
は
参
加
出

来
な
い
で
す
が
、参
加
出
来

る
範
囲
は
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
員 
日
の
出
苑
周
辺
の

吉
の
浦
線
は
、５
月
の
大
雨

時
に
は
、道
路
に
水
が
溜

ま
り
、生
活
道
路
に
支
障

を
き
た
す
が
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長 
日
の
出
苑

周
辺
の
十
字
路
は
国
道
上

か
ら
の
水
が
流
れ
て
き
て
、

直
角
に
曲
が
る
流
域
に

な
っ
て
い
る
の
で
、集
中
し

た
豪
雨
に
は
冠
水
し
て
い

る
。排
水
を
直
線
的
に
流
す

た
め
に
、農
道 

73
号
へ
の
側

溝
設
置
を
産
業
振
興
課
と

協
議
し
て
今
年
施
工
す
る

予
定
で
す
。

議
員 

①
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
て
、歳
入
の
合

計
額
と
歳
出
予
算
の
合
計

額
は
。②
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、ホ
テ
ル
施
設
が
な
い
の

新垣　貞則　議員

中
城
小
校
区
内
の

施
設
整
備

サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
を

誘
致
し
競
技
力
を

強
化
し
て
人
材
育
成

で
、選
手
や
サ
ポ
ー
タ
ー
が

村
外
に
宿
泊
し
て
い
る
。中

城
モ
ー
ル
周
辺
の
土
地
に

ホ
テ
ル
を
誘
致
し
た
ら
雇

用
や
観
光
振
興
を
図
れ
る

が
、誘
致
す
る
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長 

①
平
成
24

年
度
〜
令
和
５
年
度
ま
で

の
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
歳
入

の
施
設
使
用
料
は
3
3
1

万
7
、7
0
0
円
、令
和
６

年
度
ま
で
の
歳
出
予
算
の

芝
生
管
理
委
託
料
は
１
億

1
、0
8
0
万
9
、0
0
0

円
で
す
。

産
業
振
興
課
長 

②
観
光
振

興
を
図
る
上
で
宿
泊
施
設

は
必
要
で
す
が
、ホ
テ
ル
等

を
建
設
す
る
上
で
、様
々
な

法
的
規
制
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、観
光
協

会
、商
工
会
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

村
長 

サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
誘

致
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
の
話
を
す
る
な
ら
、デ
メ

リ
ッ
ト
は
一
切
な
い
で
す
。

日の出苑周辺

議
員 

中
学
生
の
通
学
に
お

い
て
在
来
線
の
バ
ス
し
か
利

用
で
き
な
い
生
徒
は
護
佐

丸
バ
ス
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
利

用
者
よ
り
高
い
費
用
を
負

担
し
て
い
る
。

教
育
長 

教
育
委
員
会
と
し

て
は
、生
徒
の
通
学
バ
ス
料

金
の
平
等
性
を
考
え
る
事

は
難
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員 

教
育
委
員
会
だ
け
で

は
な
く
行
政
全
体
へ
の
質

問
提
起
で
す
。３
２
９
号

沿
線
で
護
佐
丸
バ
ス
を
利

用
出
来
る
地
域
は
。

企
画
課
長 

久
場
か
ら
屋
宜

ま
で
で
す
。

議
員 

津
覇
地
域
以
南
の
生

徒
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利

用
で
き
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長 

出
来
ま
せ
ん
。

議
員 

中
学
生
が
同
じ
教
育

を
受
け
る
の
に
南
北
西
方

の
環
境
等
で
、通
学
費
の
格

新垣　修　議員
議
員 

今
後
料
金
改
定
さ
れ

る
と
、南
側
地
域
で
は
3

万
6
9
０
０
円
家
庭
負
担

が
増
え
ま
す
。通
学
格
差

の
解
消
を
教
育
・
行
政
部

局
と
隔
て
ず
協
議
し
、前

向
き
に
支
援
し
て
通
学
環

境
を
良
く
し
て
い
く
。そ
れ

こ
そ
が「
教
育
の
場
」の
平

等
性
に
な
る
と
思
う
が
。

差
が
生
じ
て
い
る
事
に
対

し
て
、行
政
全
体
で
考
え
て

解
消
を
図
れ
る
仕
組
み
を

検
討
し
ま
せ
ん
か
？
そ
れ

が
質
問
の
趣
旨
で
す
。

伊
集・和
宇
慶・南
浜・北
浜

地
域
の
通
学
バ
ス
費
の

協
議
検
討
を

企
画
課
長 

教
育
委
員
会
と

議
員
提
案
を
改
め
て
協
議

し
、交
通
協
議
会
と
の
検
討

事
項
と
し
て
図
る
事
は
、や

ぶ
さ
か
で
な
い
と
考
え
る
。

教
育
総
務
課
長 

協
議
の
場

や
全
体
的
な
事
は
皆
が
納

得
で
き
る
よ
う
な
方
策
を

考
え
た
い
。

教
育
長 

保
護
者
か
ら
は
負

担
軽
減
に
繋
が
り
と
て
も

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
係
課
と
相
談
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

村
長 

非
常
に
議
論
の
価
値

が
あ
る
案
件
だ
と
思
い
ま
す
。

議
員 

新
村
長
へ
同
じ
疑
問

を
ぶ
つ
け
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る

バ
ス
利
用
通
学
費

負
担
格
差
の
解
消
を

議
員 

専
門
家
講
師
を
招
い

て
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
有
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
か
伺
う
。

健
康
保
険
課
長 

把
握
し
て

い
ま
せ
ん
。

議
員 

８
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
村
民
の
為
に
講
師
を

務
め
て
い
る
大
変
す
ば
ら

し
い
先
生
で
す
。ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
希
望
等
な
い
か
聞

い
て
ほ
し
い
で
す
。

村
民
の
健
康
維
持
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
が

支
え
て
い
ま
す

負担差額東陽バス利用
（  南側地域）

利用生徒
（  北西側地域）

現金

定期

料金改定

41,000

ー

65,600

64,520

77,900

24,600

23,920

36,900ー

（スクール・護佐丸・在来線バス）年間通学費比較

（本人算出資料より）

※南側地域：伊集・和宇慶・南浜・北浜・津覇
※北西側地域：久場・泊・伊舎堂・登又・サンヒルズ・新垣・北上原・南上原

※ ※

（8）

一般質問 令和6年6月定例議会



議
員
４
月
３
日
午
前
８

時
58
分
、台
湾
付
近
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．７
の
地
震

が
発
生
し
、沖
縄
本
島
全

域
に
午
前
９
時
１
分
に
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。北
浜
、南
浜
地
区
住
民

は
多
く
の
人
達
が
車
で
の

避
難
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
が
、国
道
３
２
９
号
ま

で
40
分
か
ら
50
分
も
か
か
っ

た
そ
う
で
す
。全
県
的
に
も

大
変
な
渋
滞
が
テ
レ
ビ
で

も
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、車

で
の
避
難
の
在
り
方
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
の
か
課
長
の
考
え
は
。

総
務
課
長
今
回
の
車
で
の

避
難
で
各
地
で
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
状
況
は
確
認

し
て
お
り
ま
す
の
で
、こ
れ

か
ら
は
車
で
の
避
難
に
つ
い

て
は
十
分
に
議
論
し
、早
急

仲松　正敏 議員

議
員
北
浜
、南
浜
地
域
の

潮
垣
線
に
お
い
て
は
、以
前

か
ら
朝
夕
の
交
通
量
が
増

え
て
、交
通
事
故
が
何
度

も
発
生
し
、地
域
住
民
の

生
命
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま

す
。北
浜
、南
浜
地
域
の
交

通
安
全
対
策
と
し
て
、村

道
潮
垣
線
に
道
路
ハ
ン
プ

の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長
道
路
ハ
ン

プ
の
設
置
は
、車
速
の
抑
制

に
は
効
果
的
で
す
が
、ハ
ン

プ
を
通
過
す
る
際
に
雑
音

が
発
生
す
る
問
題
が
あ
り
、

住
宅
地
に
設
置
す
る
に
は
慎

重
な
検
討
が
必
要
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。地
域
か
ら
の
要

望
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員
道
路
ハ
ン
プ
設
置
に

関
し
て
は
要
望
書
を
自
治

会
か
ら
提
出
す
れ
ば
、警
察

と
の
や
り
取
り
は
進
め
ら

れ
る
か
、課
長
の
考
え
は
。

地
震
に
よ
る

津
波
対
策
は

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員
下
地
区
に
お
い
て
津

波
か
ら
多
く
の
命
を
守
る

と
い
う
こ
と
で
、津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
整
備
が
で
き
な

い
か
。

総
務
課
長
津
波
避
難
タ

ワ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、一

時
避
難
所
と
し
て
の
効
果

は
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
が
、建
設
に
つ
い
て
の

事
業
計
画
は
現
在
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

都
市
建
設
課
長
要
望
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
検

討
を
行
う
ん
で
す
が
、今

お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
の
潮

垣
線
に
つ
い
て
は
要
件
を

満
た
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、警
察
と
も

協
議
し
な
が
ら
設
置
に
前

向
き
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
浜
地
域
、南
浜
地
域
の

交
通
安
全
対
策

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
登
又
大
瀬
線
の
白
線
に
つ
い
て

玉那覇　登 議員

議
員
４
月
３
日
に
台
湾
付

近
を
震
源
と
す
る
地
震
が

起
き
、沖
縄
本
島
各
地
方

に
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
、多
く
の
人
た
ち
が
避
難

行
動
を
取
る
中
、避
難
の

在
り
方
に
つ
い
て
様
々
な

課
題
が
で
ま
し
た
。本
村
で

も
課
題
が
出
た
と
思
わ
れ

ま
す
が
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長
本
村
で
も
幹
線

道
路
・
農
道
等
の
渋
滞
が
確

認
さ
れ
て
い
て
、今
後
の
避

難
時
の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
も
の
と
し
て
認

識
し
て
い
ま
す
。

議
員
国
道
３
２
９
号
線
沿

い
、津
覇
小
学
校
北
側
の
何

戸
数
は
梅
雨
や
台
風
に
よ

る
大
雨
で
土
砂
崩
れ
や
氾

濫
が
心
配
さ
れ
ま
す
。早
急

な
対
応
を
伺
い
ま
す
。

議
員
和
宇
慶
土
地
改
良

区
内
の
河
川
や
和
宇
慶
川

が
藻
場
で
排
水
が
悪
く
、

溢
れ
る
寸
前
で
あ
る
。さ
き

の
議
会
で
除
草
や
泥
の
取

り
除
き
等
を
お
願
い
し
、了

承
を
得
ま
し
た
が
現
在
の

進
捗
を
伺
い
ま
す
。

村
長
そ
の
河
川
は
、私
も
住

民
か
ら
御
指
摘
う
け
現
場

を
見
た
箇
所
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。早
く
手
だ
て
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長
現
在
施
工

業
者
と
調
整
を
進
め
て
い

て
、日
程
が
決
ま
り
次
第
着

手
す
る
予
定
で
す
。

河
川
管
理

津
波
警
報
時
の

検
証
や
課
題

災
害
対
策

都
市
建
設
課
長
当
該
箇
所

は
、中
部
土
木
事
務
所
が
平

成
25
年
度
に
地
滑
り
対
策

と
し
て
、上
面
部
に
抑
止
杭

を
設
置
し
て
お
り
、現
状
動

い
て
い
る
箇
所
は
抑
止
杭

以
外
の
表
面
滑
り
だ
と
考

え
ら
れ
現
在
、大
き
な
地
滑

り
の
影
響
が
出
て
い
る
と
は

言
え
な
い
た
め
、現
時
点
で

は
工
事
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。た

だ
し
、擁
壁
及
び
側
溝
を
注

視
し
村
と
中
部
土
木
事
務

所
と
連
携
し
対
応
を
検
討

す
る
。

議
員
県
道
29
号
線
南
上
原

の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ

付
近
の
横
断
者
が
多
く
危

険
で
あ
る
。信
号
機
の
設
置

は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
宜
野
湾
警

察
署
よ
り
信
号
機
の
設
置

は
渋
滞
を
増
加
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
設

置
で
き
な
い
と
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

議
員
小
学
校
方
面
へ
の
横

断
者
が
多
い
で
す
。交
通
渋

滞
中
、車
の
合
間
を
縫
っ
て

横
断
し
て
い
る
状
況
が
見

ら
れ
ま
す
。せ
め
て
横
断
歩

道
の
設
置
の
要
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
横
断
歩
道

の
設
置
要
請
は
、令
和
４

年
、５
年
と
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
警
察
へ
設
置
に
向

け
調
整
を
進
め
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

（9）

令和6年6月定例議会 一般質問

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



所管事務調査
建設常任委員会

※所管事務調査とは：各委員会が所管する事務について行う調査で、
　　　　　　　　　　　　　 具体的な政策や施策に提言する事を目的としています。

（新垣 貞則）

調査日：令和6年8月13日(火）
調査対象課：福祉課
調査内容：介護保険に関すること
①介護保険広域連合とは
　より良い介護保険制度の運営を目指し、平成14年7月に「沖縄県介護保険広域連合」は設立され、平成15年
4月から事業開始しています。現在、県内29の市町村で構成されています。
②介護保険制度の仕組み

ア、介護保険は住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための制度で、40歳以上の皆さんが被保険者となり
　　 保険料を納めます。介護が必要になったときには、費用の一部を負担する事で介護保険サービスを利用で 
　　 きます。
③本村の介護事業（地域支援事業）の一部内容

ア、介護予防生活支援サービス事業の主なものとして、訪問型サービス、通所型サービス、生活支援サービス
　　 等、多くの実施回数や延べ人数の実績がある。

イ、介護予防普及啓発事業でも、多くの事業内容や実施回数、参加延べ人数等の実績があった。
議員から質問：

• 全市町村が連合加盟しないのは何故か
• 他市、連合内の保険料の差は
• 中規模施設や小規模施設の内容や違いは
• 保険料の滞納者への対応は
• 施設が増える事で本村への影響は

文教常任委員会

（玉那覇 登）

調査日：令和6年7月9日（火）
調査内容と所見：
①老朽化の汚水調査「デジタル
　事業内容」について。
　調査内容：（①音響調査・②流量監視システム・③衛星画像解析）

漏水は「無駄な費用」が生じるほか、「水道水の安定供給」を阻害します。また、道路陥没などの不慮の事故
を引き起こす原因にもなります。そのため、価格が高価ですが、災害等の緊急対応が可能な②流量監視シス
テムの導入を検討します。

②糸蒲パークゴルフ場整備の取組み。
１） 南上原ポンプ場：ポンプ２基更新（工期：令和５年７月～令和７年２月）
２） 旧配水池取壊し：令和６年度設計・令和７年度取壊し予定。
３） 令和７年度工事。令和８年４月以降に供用開始予定。（都市建設課・住民意見）を取り入れ検討。

議員から質問内容：
①直近の有収率の状況は。
②漏水監視を強化する為に流量計を予定の15基から増やす考えはあるか。
③パークゴルフ場整備時期の前倒しは可能か。
④パークゴルフのコースを６コースから８コースに増やすことは可能か。

（11）

中部地区町村議会議長会主催の議員研修会があり
ました。講師は昨年まで沖縄県町村議長会の事務局を
務めていて定年退職された石垣安秀氏で長年の沖縄県
の議会運営をサポートしている経験から議会運営に関
してわかりやすく、委員会と本議会で異なる表決態度を
とることの可否や委員長報告後に当該委員長が反対討
論をすることの可否、委員会の議案提出権と委員会付
託などさまざまな事例や定例会のフローチャートなど
の図を用いて丁寧に説明をしていただき、県内の市町
村の議案を参考事例に所見なども解説していただき、
議員として議会運営に関しての疑問に思うところが明
確になりました。また中部の町村議会議員が一堂に集
まり学ぶことにより他町村の議員と交流や情報交換も
でき大変有意義な研修でした。

議会議員・事務局職員研修会 2024年8月9日（金） 北中城中央公民館

（小橋川 恵美）

町村議会正副議長・正副委員長研修会 2024年8月21日（水） ちゃたんニライセンター

主催：沖縄県町村議会議長会
対象：町村議会正副議長・議運・常任委員会正副委員長・議会事務局職員

講師 山城 清二 氏
富山県南砺市立病院・診療所における全ての医師、看護師不足の医療

崩壊が2007年頃より始まり、地域でしかできない人材育成と住民参加型
の地域医療システムの構築を目指し、まちの病院を守り再生に向けての実例を報告にまとめて講話を行い、
住民の意識改革の３原則を掲げて「教育空間」作りを共有し取組みグループ活動の実践などを得て南砺市モ
デル・地域・大学パートナーシップを構築し５年目以降地域人材育成に関わる養成講座等、様々な変革の結果
をもたらした。地域包括ケアシステム、地域共生社会多元的な社会に向けて準備をすることで、今後の超高齢
化社会にむけての地域包括システムの将来像を目指した社会理論が重要な役割と結びつけた。

講師 飯田 厚 氏
1．議員のなり手不足対策　2．議員報酬の適正化
3．議会のデジタル化　　　4．主権者教育の推進
４課題の視点から全国町村議会議員や議会・地方自治

体・都道府県・国が取組むべき事項を検討報告にまとめた
研修内容になっていた。全国926町村においてなり手不足
は議会にとっての危機であり60％（553町村）において定
員割れ・無投票の町村議会があり、対策の報告書では女性
議員を増やすための事例が報告された。全国町村女性議員は13.3%で近年増加傾向にはあるが依然として
低いままであり、立候補者の障壁を除去する為の施策を重点的に進めなくてはならないと位置づけた。議会の
デジタル化においてはタブレット端末を導入しての議会はおよそ1/3の36.7％の町村で導入されており、導入
にはデジタルブック等技術導入の目的を明確に打ち出して推進を図る様にした方が良いとの提案もあった。

本村議会におけるデジタル化は、先を見通して目的意識・活用方策を十分に執行部とも協議し検討をして
いかなければならない課題である。 （新垣 修）
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令和6年6月定例議会



所管事務調査
建設常任委員会

※所管事務調査とは：各委員会が所管する事務について行う調査で、
　　　　　　　　　　　　　 具体的な政策や施策に提言する事を目的としています。

（新垣 貞則）

調査日：令和6年8月13日(火）
調査対象課：福祉課
調査内容：介護保険に関すること
①介護保険広域連合とは
　より良い介護保険制度の運営を目指し、平成14年7月に「沖縄県介護保険広域連合」は設立され、平成15年
4月から事業開始しています。現在、県内29の市町村で構成されています。
②介護保険制度の仕組み

ア、介護保険は住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための制度で、40歳以上の皆さんが被保険者となり
　　 保険料を納めます。介護が必要になったときには、費用の一部を負担する事で介護保険サービスを利用で 
　　 きます。
③本村の介護事業（地域支援事業）の一部内容

ア、介護予防生活支援サービス事業の主なものとして、訪問型サービス、通所型サービス、生活支援サービス
　　 等、多くの実施回数や延べ人数の実績がある。

イ、介護予防普及啓発事業でも、多くの事業内容や実施回数、参加延べ人数等の実績があった。
議員から質問：

• 全市町村が連合加盟しないのは何故か
• 他市、連合内の保険料の差は
• 中規模施設や小規模施設の内容や違いは
• 保険料の滞納者への対応は
• 施設が増える事で本村への影響は

文教常任委員会

（玉那覇 登）

調査日：令和6年7月9日（火）
調査内容と所見：
①老朽化の汚水調査「デジタル
　事業内容」について。
　調査内容：（①音響調査・②流量監視システム・③衛星画像解析）

漏水は「無駄な費用」が生じるほか、「水道水の安定供給」を阻害します。また、道路陥没などの不慮の事故
を引き起こす原因にもなります。そのため、価格が高価ですが、災害等の緊急対応が可能な②流量監視シス
テムの導入を検討します。

②糸蒲パークゴルフ場整備の取組み。
１） 南上原ポンプ場：ポンプ２基更新（工期：令和５年７月～令和７年２月）
２） 旧配水池取壊し：令和６年度設計・令和７年度取壊し予定。
３） 令和７年度工事。令和８年４月以降に供用開始予定。（都市建設課・住民意見）を取り入れ検討。

議員から質問内容：
①直近の有収率の状況は。
②漏水監視を強化する為に流量計を予定の15基から増やす考えはあるか。
③パークゴルフ場整備時期の前倒しは可能か。
④パークゴルフのコースを６コースから８コースに増やすことは可能か。
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玉那覇 登

題字募集！

の題字を募集します。
中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません！

あなたの字のままでいいんです！ 
お問い合わせは　中城村議会事務局

（☎098-895-4318）まで 
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安里 清市新垣 修

議会からの
お知らせ 議会の日程は９月初旬に村ホームページでお知らせします。

4階の議会事務局にて受付後、傍聴が可能です。皆様のお越しをお待ちしております。
TEL 098-895-4318

令和6年９月定例会は９月６日（金）から27日（金）まで開催予定
（一般質問は、9月9日（月）から9月13日（金）【9月10日（火）は休会】の予定） 
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議会の日程は９月初旬に村ホームページでお知らせします。
4階の議会事務局にて受付後、傍聴が可能です。皆様のお越しをお待ちしております。

喜納 凪々美きな ななみ

屋良 照枝 小橋川 恵美
めぐみ

筆で文字を書く

ことは楽しいです。

3級目指して

がんばります！

喜納 凪々美きながんばります！
がんばります！
がんばります！

村長 ～就任あいさつ～

副村長 ～就任あいさつ～ 新垣 正
このたび、議会の同意を得て、8月7日付けで副村長を拝命

いたしました。その与えられた職責の重さに、改めて身の引き
締まる思いがいたします。 

これまで3７年間の村職員としての経験を活かして、コミュニ
ケーションを大切にした職場環境にしていきます。副村長として、比
嘉麻乃村長の公約・政策実現のため誠心誠意努力して参ります。 

私は生まれ育った中城が大好きです。 
村民、村職員、中城にルーツを持つ方々に誇りを持っていた

だけるような村づくりに全力を尽くしたい。前例や慣例にとら
われることなく、常に疑問を持ち、村の未来に向けて一歩一歩、
信頼される村づくりを目指します。よろしくお願いいたします。

はいたい、ぐすーよう、ちゅーうがなびら。
このたび、村民の皆様からご支持と負託を賜り、第三十代 

中城村長として、村政を担わせていただくことになりました。
今後も村民目線で村民皆様の声に耳を傾けながら、丁寧な

行政運営に努めてまいります。
行政、議会、村民の三輪で「みんなが幸せで明るく元気な中

城村」を目指してまいります。
将来に向けた高いポテンシャルを秘めた中城村を、さらに

輝かせるために、副村長をはじめ教育長、職員共々一丸となっ
て取り組みます。今後とも、村民皆様のご協力とご支援を賜り
ますよう心からお願い申し上げます。

比嘉 麻乃
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